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効率性

所
管

健康部

年度

委託内容
都

個リーフレット・啓発物品作成数 7,800

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
5,500

薬物に関する正しい知識を普及啓発することにより、薬物乱用の未然防止を図り、薬物乱用を許さない地域社会づくりを目
指す。

541

23

8,400

なし

（１）「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（6/20-7/19）に合わせて、懸垂幕、パネル展示等によるキャンペーンを２箇所で実施する。
（２）社会を明るくする運動及び消費生活展へ参加し、パネル展示や啓発品の配布を行う。
（３）中学生を対象とした薬物乱用防止ポスター・標語コンクールを実施する。（募集７-９月、審査会１０月）
（４）保護司等を対象とした薬物乱用防止の講演会を１２月に１回実施する。
（５）東京都、警察等との連携を図るため年１回、６月に薬物乱用防止啓発活動関係者連絡会を開催する。
（６）関係機関と連携し、区民に対する啓発活動、街頭キャンペーンを実施する。（８月、９月に１回ずつ）

補助金の有無

3,401

回 1 1

長期総合
計画体系

 [基本目標]

一般区民

昭和

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

 [施　　策]

事業区分

情報発信・収集、イベント

平成２８年度　事務事業評価シート

なし根拠法令等

事業対象

事務事業名 覚せい剤等乱用防止啓発活動

　

生活衛生課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

その他

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

薬物乱用問題は、家庭崩壊や悲惨な事件の原因ともなり、社会全体の問題へと発展する。今
後も国、都、関係機関と連携しながら、継続して啓発活動を実施し、薬物乱用を許さない社会
環境を作っていく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

薬物乱用は、青少年のみならず、中高年層にも広がり社会問題となっている。薬物に対する危険性や有害性
について、正しい知識を啓発することは、薬物乱用から区民を守るために必要なことである。

維持

評
価
結
果

講演会の内容については毎年テーマ、講師を変えて実施しているので一定の参加者数を保っている。

3 区役所内の部署と新たな連携を取れたこと、関係機関への協力要請をしたことにより、区民への啓発の場が
増加した。

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

青少年及びその保護者が集まるイベントを実施している関係部署に働きかけ、「下町こどもまつり」、「青少年フェスティ
バル」等での啓発を実施した。また、東京都薬物乱用推進台東地区協議会の協力のもと、当課主催の「薬物乱用防止
街頭キャンペーン」を立ち上げた。

0

3,901

0

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

48

6,800

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 4,582

今後の方向性

4,457

4,497

23

4,582

0

3,865

講演会等参加者数

10,000

40

7,100

0

563

40

3,933

36

目的達成度

２６年度 ２７年度

477

499

成果指標
リーフレット・啓発物品配布数

4,261　人にかかるコスト（人件費など）

青少年及びその保護者が多く集まるイベントや区内施設に赴き、短時間で多数の来場者に対して啓発を実
施することができた。

事
務
事
業
の
実
績

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

10,000

5

150 33人

1

5,150

講演会等開催回数

321

種　別 指標の名称 (単位)
（３０年度）

２５年度

個

　決算額　　(単位：千円) 321


